
書店の皆様へ

下野新聞社編集出版部 嶋田一雄です。
いつもお世話になっております。
下野新聞社の本 新刊のご案内です。

タイトル：コミネシゲオ
著者：永山伸一
体裁：四六判、並製本 216頁
定価：1,650円（本体1,500円＋税）
コード：ISBN978-4-88286-856-9 C0092 Y1500E

「コミネシゲオ」って誰？
とお考えの皆様、
コミネシゲオさんは
元栃木県立高校の校長先生で
いまは、シンガーソングライター、
プロのミュージシャンなのです。
詳しくは次頁で
↓



下野新聞の記事に掲載された「コミネシゲオ」さんとこれまでに発売したCD

SIBLINGS

HAPPY BIRTHDAY

Spring has come

OPTIMIST



今回発刊される
「コミネシゲオ」の著者・永山伸一さんは、
コミネシゲオさんの実の兄。コミネさんの曲のほとんどは、
永山伸一作詞、コミネシゲオ作曲です。

この本「コミネシゲオ」は永山さんによる
56のショートストーリーと24のサウンドトラックが
収められている短編映画のような1冊です。
タイトルは「コミネシゲオ」ですが、それだけがテーマではなく、
人生の様々な場面でのちょっとした心のザラツキなどを
繊細な筆致で描いているショートエッせーです。
永山さんは佐野市出身、下野市在住、小山市にて士業を営んでおられます。

次頁に少し本文の中見を掲載しました。











注文書

県立高校の教頭をしていた弟が
「今度ミュージシャンになったから」と名刺を差し出した。
名刺には「シンガーソングライター コミネシゲオ」とある。
いかにも自由な肩書と、今どきはお役所でも使わない純白のケント紙製の
名刺の組み合わせがどうもしっくりこない。
それに、どうして「コミネシゲオ」はカタカナ？

「コミネシゲオ」より

日常の何気ないひとコマを鮮やかに切り取る
短編映画のような56のストーリーと24のサウンドトラック。
寄せては返す波のように繰り返された毎日とは、
なんと一瞬で通り過ぎてゆくものなのかー。

両親の死、兄弟の人生、親子の関係、友との別れ、老い、家族の在り方
同じ日はひとつもなかった。
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永山伸一 著

定価：1,650円
本体1,500円＋
税10％
2024年3月発売

四六判/並製
/216頁
ISBN978-4-
88286-856-9

ご注文冊数

冊

番線印

ご担当者様氏名

下野新聞社 編集出版部
〒320-8686 宇都宮市昭和1-8-11

電話：028-625-1135 FAX028-625-9619
担当：嶋田一雄

著者略歴
永山伸一（ながやま・しんいち）
栃木県佐野市生まれ、小山市で育ち茨城県の高校に進学、都内の私立大学を
卒業後、20歳代後半まで国家試験合格のため数年間を費やす。
現在は小山市内で士業を営む。
「コミネシゲオ」は著書第1弾。

下野新聞社の本は栃木県教科書供給所、メディアU出版販売、トーハン、地方・小出版流通センターに口座があります。
日販の場合は地方・小を経由します。いずれの場合も返品はフリーでお受けいたします。
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